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１、子どもが休日・夜間に発熱など病気のとき、どのように対応していますか。（過去

に体験がない場合は、これから病気になったときを想定し回答してください。）《複数

回答》 
（１）自分で判断した（する）１９名（２２．６％） 
（２）夫と相談した（する）２０名（２３．８%） 
（３）友人に相談した（する）１名（１．２%） 
（４）医者（かかりつけ医の開業医）１５名（１７．９％） 
（５）小児科のある病院に行く２３名（２７．４%） 
（６）その他６名（７．１％） 
・救急病院 
・新聞で調べて 
・休日・夜間診療の病院へ連れて行く 
・そのときの症状によって、次の日まで待ったり、そのとき連れて行くこともある。 
・家族に相談 

 
２、子どもが休日・夜間などに病気になったとき、いつも受診する病院・医院（かかり

つけ医）がありますか。 
（１）ある２７名（４６．５％） 
（２）ない２３名（３９．７％） 
（３）まだ、決めてない８名（１３．８％） 
（４）受診そのものがない０名（０%） 
▼「ある」と回答された方へ。市立病院の小児科を受診されましたか。 
・した９名（３３．３％） 
・していない１８名（６６．７％） 

 
３、子どもが休日・夜間に発熱など病気になったとき、受診する病院をどのように選び

ますか。 
《複数回答》 
（１）かかり付け医（開業医、休日・夜間診療所）２５名（３６．３％） 
（２）市立病院など大きな病院１９名（２７．５％） 
（３）市報や消防署で当番医を聞く１９名（２７．５％） 
（４）わからない（そのとき判断する）２名（２．９％） 
（５）まだ、経験がない４名（５．８％） 
▼「市立病院など大きな病院」と回答された方へ。その理由は何ですか。《複数回答》 
（１）多くの医師がいるから４名（１６．０％） 
（２）検査機器など設備があるから１０名（４０．０％） 
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（３）なんとなく安心だから３名（１２．０％） 
（４）過去にかかったことがあるから７名（２８．０%） 
（５）その他１名（４，０%） 
 

４、子どもが休日・夜間、病気になったとき、困ったときがありますか。 
（１）あった２０名（３９．２％） 
（２）なかった３０名（５８．８％） 
（３）まだそのときに病気になっていない１名（２，０％） 
▼困ったことは、どんなことですか。《複数回答》 
（１）相談する人がいなかった４名（１７．４％） 
（２）かかりつけ医から診断を断られた（他の病院で受診した）９名（３９．１％） 
（３）その他８名（３４．８％） 
・救急病院は待ち時間が長い上、大した診断をしてもらえず、結局翌日また病院に行

くことになる。 
・近くに診察する所がなく、遠くの当番医へ行かなくてはいけなかった。 
・ぜんそくだから。 
・休日、夜間診療病院が自宅から遠かった。 
・受診するかどうかの判断。 
・夜間で、小児科が当番の病院がなかったこと。 
・夜間用の電話番号につながらなかった。生後 2 ヶ月のとき、当番の病院へ行ったが、

小児担当の看護士がおらず、点滴を何度も失敗し結局点滴できなかった。 
・小児科の先生が、休日や夜間は（大きな病院）いなくて不安だった。 
・どの程度の症状ならば受診してもよいか。高熱ならば解熱剤で様子を見て、明日受

診しようかなど。気軽には行けないような感じがするので。 
・東部医師会に行った。 

（４）未記入２名（８．７％） 
 

５、コンビニ受診という言葉を知っていますか。 
（１）知っている１２名（１９．６％） 
（２）知らない４９名（８０．４％） 
※コンビニ受診とは、外来受診をしていない休日・夜間の時間帯に、救急外来を受診さ

れる救急性のない軽症患者のこと。(ホームページより) 
▼「知っている」と回答された方へどのように思われますか。 
（１）やはりよくない２名（１６．７％） 
（２）やむ得ない４名（３３．３％） 
（３）わからない３名（２５．０％） 
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（４）その他１名（８．３％） 
・不安な気持ち。あまり近所との付き合いがないので、つい病院へ行ってしまうがど

うすればいいでしょうか。 
・基準が分からない。初めてのことなので、一度経験すると次はしないと思う。 
・症状にもよりけりだが、重大な病気の前兆かもしれなかったりするので、一概に言

えない。明らかに違う場合はＮＧだが。 
（５）未記入２名（１６．７％） 
 

６、子育てで困ったこと、不安なことはありますか。《複数回答》 
（１）子どもの病気３５名（５４．７％） 
（２）体のこと１０名（１５．６％） 
（３）心のこと１６名（２５．０％） 
（４）その他３名（４．７％） 

・子供と接する時間が少なすぎること。両親共にフルタイムで働いているため、平日

はほとんど親子の時間が持てないでいる。このままで大丈夫なのか不安です。 
・今は思春期をむかえ、それなりに大変です。 

 
７、医療に関して要望やご意見があればご記入下さい。 

・緊急時において、子ども達の救えるはずの命が救えなかった、というような事態だ

けはさけていただきたいです。 
・小児科の先生の負担が大きいので、大変だと思います。何か小児科医にメリットが

あればと思います。 
・夜間診療所（東部医師会館のところ）は、夜中（ＰＭ１０：００以降）の発熱など

のとき、困る。やはり小児科に診てもらう方が安心。 
・夜間救急で行っても、その病気やけがの専門医がいないので、意味がないことが多

い。（大人の医療も含めて） 
・子どもはケガもするし病気もするので、総合的に診ていただける施設に受診できた

らと思います。各施設を受診するのは時間的にも金銭的にも負担が多くなります。 
・休日・夜間などの子どもの緊急を要する病院は限られているので、子育てをしてい

く中で受け入れてくれる医療機関が減るのは本当に不安です。 
・川崎病で市立病院に入院。主治医の先生はどこへ変わられるのか教えてほしい。紹

介状もほしい。病院から連絡ほしい。 
・中病に入院したこと有。 
・中央病院（入院） 
・開業医が多くて助かる。入院経験なし。 
・中央病院に入院したことがある。 
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・小 6 まで医療費が無料であってくれたら嬉しい。 
・子どもは病状が変わりやすいので心配します。何か鳥取市でチームを組んで安心し

て子育てできるようにできませんか。お医者様はどう考えておられるのでしょうか。 
・市立病院の小児科の件は、とても困ることだと思っています。小児がなくなるため

に、産科も利用できなくなる場合があります。せっかくの大きな病院の産科で安心

して利用したいところですが、母体に異常があるとかかれない様な話がありました。 
・市立病院には子どもが入院したこともあり、近くの大きな病院に小児科がなくなる

のは不安。休日にも何度か利用したことあり。 
・市立病院は、場所的にも大きな病院の中で一番近いので、小児科はなくさないでほ

しいです。 


